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現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取組内容
目標達成に
要する期間

1 5

玄関は常時テンキー操作で開錠するシステムとなっ
ている。現在は離設傾向のある利用者がおらず、職
員のスキルの向上や見守り体制もあることから、玄
関の施錠解除について検討して行くことが期待され
る。

①全日テンキー解除を達成する。

①Ｈ28年1月より、日中テンキーの解除をすることを
ご家族・地域の方々にお知らせする。②解除時間
は、職員が朝刊を取りに行く6時頃から遅番の終了
する18時30分とする。③毎月の勉強会の時に、ご利
用者の状況を職員に確認する。（9月まで）④10月の
運営推進会議の時に、ご家族・地域の方々の状況を
確認する。⑤不備がなかった場合は、全日テンキー
解除にする。不備などがあった場合は、問題点を検
討する。

1年

2 35

火災の他に地震や停電などの災害も想定し備えを進
めている。しかし、ユニットにより重度化や車イス使
用者が過半数を占めるなど避難に課題が残るため、
引き続き災害対策を行っていくことが期待される。

①災害避難時の法人内バックアップ体制を整え
る。 ②備蓄品の充実を図る。

①避難先に関しては、法人内の病院・施設での対応
を想定し、グループホーム専用車両が無い為、どの
ような規模の災害時に、どのような手順で受け入れ
をして頂けるか、具体的な動きについて職員が分か
るようにする。②実際に米は、10㎏多く購入して置く
ようにし、缶詰、ふりかけ等すぐに食べることが出来
るものを1～2日分備蓄し賞味期限を見ながら使いま
わしていく。生鮮食料品は2～3日分は購入されてい
るので活用する。③水については、来年度までのも
のがあるが日にどのくらい必要かを考え購入してい
く。水がなくても食べることが出来る、おやつ兼食事
になりそうなものについても検討し1日25名分を2日
間用意する。④栄養剤については必要な分を薬処
方係が担当して確保する。

1年

3

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入してください。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加してください。
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